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2Ea－6 血漿の遊離アミノ酸組成とコレステロールにおよぼすリジン、
過不足の影響
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は、摂取タンパク質の違いで異なる応答を示すこと　（目的）血漿コレステロールは、摂取タンパク質の違いで異なる応答を示すことが知られ
ている。一般に動物性タンパク質摂取に比べ植物性タンパク質摂取は、血漿コレステロー
ルの上昇が抑制され、その原因の一つにタンパク質を構成するアミノ酸組成の関与を指摘ルの上昇が抑制され、その原因の一つにタンパク質を構成するアミノ酸組成の関与を指摘

する報告もある。また、タンパク質に特定のアミノ酸添加によって血漿の遊離アミノ酸が
変動することも明らかにされている。本研究は、アミノ酸混合物を用い アミノ酸の不均衡

ため、植物性タンによる血漿の遊離アミノ酸組成とコレステロールの変動を明らかにするため、植物性タン

パク質の制限アミノ酸であるリジンとスレオニンの過不足飼料で検討した。
　（方法）実験動物は、４週齢の体重約lOOgのWistar系雄ラットを各群５頭用いた。宮崎パ
ターンのアミノ酸混合物を対照群どし、リジン50％過剰群、リジン50％不足群、スレオニ
ン5o％過剰群、スレオニン50％不足群を設けた。飼料と水を自由に摂取させ３週間飼育し、
血漿と肝臓の遊離アミノ酸とコレステロールを測定した。
　（結果）体重増加量は、対照群に比ベリジン過剰群、スレオニン過剰群とも差はなかった
が、リジン不足群とスレオニン不足群は低値を示した。血漿の必須アミノ酸総量は、リジ
ンの過不足では差がないが、スレオニン過不足で差は大であった。スレオニン過不足によ
る必須アミノ酸総量の変動はスレオニンの変動に起因した。イソロイシン、ロイシン、フ

ェニルアラニンはリジン、スレオニンの過不足で有意に低下した。肝臓中のアミノ酸組成
はリジン過不足よりスレオニン過不足で変動した。血漿コレステロールは、リジンやスレ

オニンの過剰では変わらないが、不足で有意に低下した。肝臓コレステロールもリジンや
スレオニンの不足で有意に低値を示した。
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　　目的　近年、脂肪摂取量だけでなく摂取脂肪酸の違いが乳がん、大腸がんなどの欧米型
　のがんやアレルギー疾患などとの間に関連のあることが報告されている。そのため脂肪の
　適正な摂取量、特にn-3系とn-6系多価不飽和脂肪酸の摂取割合について論議されている。
　脂肪酸摂取量を考えるためには実際の食事で摂取されている脂肪酸の実測値を知ることが
　必要である。そこで、今回は40～60才の女性の脂肪酸摂取量について調べた。

　方法　40～60才の女性から1992年から1993年にかけての１年間に１日に摂取したすべて
　の飲食物を、摂取したのと同量を提供してもらった。１日分を１試料とし、２ヵ月間に12
　試料の合計72試料を得た。試料は細砕した後Bligh ＆Dyer法により脂質を抽出した。抽出
　した脂質はBFa/メタノールまたはナトリウムメチラートによるメチル化を行い、脂肪酸メ

　チルエステルとした後ガスクロマトグラフィー〔ワイドボアカラム（G-300　化学検査協
　会）〕により分析を行った。
　結果　全脂肪酸摂取量は１年間を通して31～40g/日であった。季節による変動はほとん
　どみられなかったが、個人による違いか大きか９だ。１年間を通しての各脂肪酸群の１日
　摂取量は、飽和脂肪酸28～33％、モノ不飽和脂肪酸40～u%、n-6系不飽和脂肪酸20～25

%およびn-3系不飽和脂肪酸4～1%であった。 n-3系不飽和脂肪酸の比率は冬期に高くな
　る傾向がみられたが、他の脂肪酸群においては季節的変動はほとんどみられなかった。IPA
　十DHAは1～4％で冬期に高い値を示した。n-6 ／n-3比は3.1～5.7で冬期に低い値を示し
　た。IPA十DHA摂取量は0～4300ing/日で、大きな個人差がみられた。
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